
救
命
の
手

「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
」

■
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
は
？

救
急
現
場
に
一
刻
も
早
く
医
師
が
駆

け
つ
け
、
そ
の
場
で
救
命
処
置
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
種
医
療
器
材
を
搭

載
し
た
高
規
格
救
急
車
や
ラ
ピ
ッ
ド
レ
ス

ポ
ン
ス
カ
ー
（
医
師
な
ど
が
乗
車
す
る
乗

用
車
タ
イ
プ
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
）
の
こ
と

で
す
。
医
師
・
看
護
師
・
救
急
救
命
士
で

構
成
す
る
医
療
チ
ー
ム
が
乗
り
込
み
現
場

に
出
動
し
ま
す
。

問
済
生
会
滋
賀
県
病
院

☎
552-

１
２
２
１
（
代
表
）

草
津
総
合
病
院

☎
563-

８
８
６
６
（
代
表
）

■
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
役
割

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
主
に
心
筋
梗
塞
・

脳
卒
中
・
け
い
れ
ん
発
作
・
更
に
は
重
症

外
傷
な
ど
、
早
期
に
治
療
を
開
始
す
る
必

要
が
あ
る
症
例
に
対
し
て
出
動
要
請
が
か

か
る
場
合
が
多
く
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
る

ま
で
の
間
に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ

り
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

■
ド
ク
タ
ー
カ
ー
要
請
の
流
れ

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
１
１
９
番
通
報
で
救
急
車
を
要
請

し
た
際
、
そ
の
通
報
内
容
か
ら
消
防
局
お

よ
び
出
動
し
た
救
急
隊
の
判
断
で
要
請
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
直
接
要
請
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
よ
る
費
用
負
担

ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
出
動
し
、
現
場
で

医
師
や
看
護
師
が
診
察
や
治
療
を
行
っ
た

場
合
、
患
者
に
は
厚
生
労
働
省
が
定
め
る

診
療
報
酬
（
往
診
料
な
ど
）
に
基
づ
き
一

定
の
費
用
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

～
市
民
の
皆
さ
ま
へ
～

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
2
月

に
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
」
を
健
康
福
祉

部
に
設
置
し
、
ま
ず
は
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
接
種
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
１
日
で
も
早
く
、

安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
い
た
だ
け
る
よ

う
国
や
県
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
接

種
対
象
者
や
接
種
時
期
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

順
次
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
の
新
規
感
染
者
数
は
、
１
月
を
ピ

ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
感
染
経

路
と
し
て
は
家
庭
内
で
の
感
染
の
傾
向
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
点

に
ご
注
意
い
だ
だ
き
、
引
き
続
き
感
染
防
止

へ
の
取
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
内
で
の
感
染
防
止
を
含
め
た
基
本

　
　
的
な
感
染
対
策
の
実
施

・
罹
患
さ
れ
た
人
や
そ
の
家
族
な
ど
に
対

　
　
す
る
人
権
へ
の
配
慮

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
穏
や
か
な
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

医療従事者などへの接種

上記以外の人への接種券発送・接種

高齢者への接種高齢者への
接種券発送

※高齢者（昭和32年４月１日以前に生まれた人）…令和３年度中に65歳以上に達する人
※集団接種会場として、まずは栗東市民体育館を基本に調整中
※接種は予約制で、コールセンターでの電話予約とWEB予約を予定

＜ワクチン接種の想定スケジュール＞
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引越しシーズンの３月下旬から４月上旬は、転入・転出や転居の届出が集中して、窓口が大変混み合います。
市では、日曜日に臨時の窓口を開設し、住民異動に伴う手続きを受け付けます。下記取扱い業務に限ります。

【日時】令和３年３月 28日㈰、４月４日㈰　8:30 ～ 17:15
【場所】市役所１階 窓口
【持ち物】転出証明書・本人確認用の官公署発行の写真付証明書
(運転免許証・パスポート・個人番号カード・写真付住民基本台帳カード・在留カード・特別永住者証明書など )

担 当 課 取 　扱 　い 　業 　務

総合窓口課
☎ 551-0110
ＦＡＸ 553-0250

◦住民異動届（転入・転出・転居）
※国外からの転入および個人番号カード・住基カードによる特例転入はできません

◦印鑑登録の手続き・印鑑登録証明書の発行
◦住民票の写し、戸籍謄 (抄 ) 本などの発行 ※税関係の証明書は発行できません
◦マイナンバーカードの交付、申請補助（写真撮影）

保険年金課
福祉医療係

☎ 551-0316
高齢者医療係
☎ 551-0361

ＦＡＸ 553-0250（共通）

◦福祉医療費受給券（乳幼児・子ども医療）の申請書預かり
※健康保険証が必要です。なお、受給券は後日郵送します

◦後期高齢者医療負担区分等証明書の預かり（後期高齢者医療被保険者証は後日郵送）

子育て応援課
☎ 551-0114
ＦＡＸ 552-9320

◦児童手当の手続き（認定請求書の一部預かりなど）
　※児童扶養手当などは、当日手続きできません

担当課 手続き内容
学校教育課

☎ 551-0130
ＦＡＸ 551-0149

◦小中学校の転入、転出に伴う就学の手続き
◦区域外就学、指定校変更の手続き

保険年金課
国民健康保険係
☎ 551-1807
ＦＡＸ 553-0250

◦住民異動に伴う国民健康保険被保険者
証の発行および関係書類の発送

長寿福祉課
☎ 551-0281
ＦＡＸ 551-0548

◦介護保険の申請

障がい福祉課
☎ 551-0113
ＦＡＸ 553-3678

◦障がい者手帳などの手続き

健康増進課
（なごやかセンター内）

☎ 554-6100
ＦＡＸ 554-6101

◦妊婦健康診査受診券の交換

幼児課
☎ 551-0424
ＦＡＸ 551-0149

◦保育園・幼稚園の入園申込み

上下水道課
☎ 551-0135
ＦＡＸ 554-3866

◦水道の開閉栓の申込み
　※使用開始日、停止日の４日前までに

電話連絡が必要

近くお引越しを予定されている皆さんへ
転入、転出、転居に伴う 休日臨時窓口を開設します！

※必要書類など詳細は事前に各担当課に確認してください。また、他の行政機関に問合わせが必要となるも
のなどは、当日中に手続きができない場合があります

※提出書類に不備などがある場合、平日の ８:30 ～ 17:15 に
再度来庁していただく場合があります。

問総合窓口課
☎ 551-0110 ＦＡＸ 553-0250（市外局番 077）

【当日対応ができない手続き】

休日開庁日
【日時】令和３年３月 28日㈰ 
　　　 ８:30 ～ 17:15
◦マイナンバーカードは、申請から交付ま

で１か月程度かかります。カードの準
備ができ次第「交付通知書」を送付し
ますので、本人が受け取りにお越しく
ださい。

◦当日はマイナンバーカードの電子証明書
の更新もできます。更新手続きの際に、
マイナンバーカードの暗証番号（数字４
桁）と署名用電子証明書の暗証番号（６
～ 16 桁の英数字）を確認します。マイ
ナンバーカードと有効期限通知書をお
持ちください。

マイナンバーカードの休日交付

3 広報りっとう　2021. ３. １　No.986



本
市
に
は
１
４
４
８
人
（
令
和
２
年

12
月
末
現
在
）の
外
国
籍
住
民
が
生
活
し
、

人
口
の
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

外
国
籍
住
民
の
中
に
は
、
日
本
語
の

理
解
が
十
分
で
な
か
っ
た
り
、
生
活
習
慣

の
違
い
か
ら
、
地
域
で
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
国
籍
や
文
化
が
違
っ
て
も
、
地
域
社

会
で
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
、
お
互
い
を
認

め
あ
い
、
と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
協
力
し
あ
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

県
内
で
は
、
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人

を
支
援
す
る
た
め
、
２
０
１
９
年
４
月
に

「
し
が
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
活
動
で
外
国
籍
住
民
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
場
合

な
ど
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
市
で
も
、
栗
東
国
際
交
流
協
会
と

協
力
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
多
文
化
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
す

る
日
本
語
教
室
で
は
、
今
年
度
か
ら
会
場

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝
に
移
転

し
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

多文化共生の
まちづくり

Sobre o serviço público do atendimento em porguês
Dias disponíveis de consulta　
Data:Toda quarta-f. 13h00 – 17h00
Porém,favor comparecer até às 16h30, se possível.
*O atendimento será feito na ordem de chegada. 

ポルトガル語通訳業務について
定期相談日 毎週水曜日 13:00 ～ 17:00
なるべく 16:30 までにお越しください。
受付は先着順です。

■
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
生
活
相
談
窓
口

◦
日
時
…
毎
週
水
曜
日 

13
時
～
17
時

（
な
る
べ
く
16
時
30
分
ま
で
に
お
越
し

　

  

く
だ
さ
い
。
受
付
は
先
着
順
で
す
）

◦
場
所
…
市
役
所
３
階 

自
治
振
興
課

◦
内
容
…
「
住
民
登
録
、
健
康
保
険
、
税

金
、
保
育
園･

幼
稚
園
」
な
ど
、
日

本
語
が
わ
か
ら
な
い
た
め
市
役
所
の

手
続
き
が
困
難
な
場
合
、
手
続
き
窓

口
に
通
訳
者
が
同
行
し
ま
す
。

■
し
が
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

◦
日
時
…
月
～
金
曜
日　
10
時
～
17
時

◦
対
応
言
語
…
日
本
語
、
英
語
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、タ
ガ
ロ
グ
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

◦
内
容
…
滋
賀
県
に
暮
ら
す
外
国
籍
住
民

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
多
言
語
で
対

応
し
ま
す
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な
く

て
困
っ
て
い
る
外
国
籍
の
人
だ
け
で

な
く
、
自
治
会
内
の
外
国
籍
住
民
に

連
絡
し
た
い
け
れ
ど
、
外
国
語
が
で

き
な
く
て
困
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に

も
相
談
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

問
滋
賀
県
国
際
協
会 

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
523-

５
６
４
６

■
日
本
語
教
室

◦
日
時
…
毎
月
第
２･

第
４
土
曜
日

10
時
15
分
～
11
時
45
分

◦
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝

◦
内
容
…
栗
東
国
際
交
流
協
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
日
本
語
講
師
が
、
外
国
籍
住
民

へ
日
本
語
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
や
国
籍
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
栗
東
国
際
交
流
協
会（
自
治
振
興
課
内
）

☎
551-

０
２
９
３

～ともにいきいきと
暮らせる社会へ～

▶
日
本
語
教
室
の
様
子
。
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
者
は
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
感
染
が
収
ま
り
、
に
ぎ
や

か
な
教
室
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問自治振興課 国内・国際交流係
　☎ 551-0290 ＦＡＸ 551-0432
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元
年
９
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
、
今
年
度

末
で
約
１
年
半
が
経
過
し
ま
す
。
令
和
３

年
１
月
時
点
で
、
バ
ン
ク
サ
イ
ト
の
空
き

家
物
件
登
録
数
が
延
べ
６
件
（
う
ち
１
件

成
約
）、
利
活
用
希
望
の
登
録
者
数
が
延

べ
５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
は
、
放
置
す
る
こ
と
で
周
囲
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
本
市

で
は
、
そ
の
よ
う
な
空
き
家
の
増
加
を
抑
制

す
る
た
め
に
も
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ

た
空
き
家
の
利
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
処
分
や
管
理
な
ど
に
お
困
り
の

人
は
、
ぜ
ひ
登
録
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

■
り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
?

「
栗
東
市
空
家
等
対
策
計
画
」
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
て
お
り
、
空

き
家
を
「
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
人
（
所

有
者
）」と「
買
い
た
い
・
借
り
た
い
人

（
利
活
用
希
望
者
）」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
場
（
仕
組
み
）
を
指
し
ま
す
。
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家
や
利

活
用
希
望
者
の
意
向
な
ど
は
同
名
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
閲
覧
出
来
ま
す
。

（「G
oogle Chrom

e

」
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。「Internet Explorer

」は
非
対
応
で
す
）

■
よ
り
良
い
バ
ン
ク
づ
く
り

所
有
者
や
利
活
用
希
望
者
の
想
い
が
反

映
さ
れ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
が
出
来
る
よ
う
、
り

っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
は
随
時
改
善
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
り
っ
と
う
空

き
家
バ
ン
ク
の
運
営
を
、
空
き
家
対
策
に

特
化
し
た
団
体
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く

ら
す
む
滋
賀
」
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
専
門
性
を
活
か
し
、

よ
り
柔
軟
な
対
応
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、バ
ン
ク
サ
イ
ト
も
「
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
」

や「
所
有
者
の
ひ
と
こ
と
」欄
の
作
成
な
ど
、

随
時
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す
る
こ
と
で
、
閲
覧

者
に
と
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す
い
サ
イ
ト

に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

■
空
き
家
の
利
活
用
推
進
の
た
め
に

り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
は
、
令
和

問住宅課 住宅係
　☎ 551-0347 ＦＡＸ 552-7000

「
り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

りっとう
空き家
シリーズ
第14 弾

問
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係

☎
554-

６
１
０
０ 

ＦＡＸ
554-

６
１
０
１

■
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

養
成
講
座
を
受
講
し
て
、
健
康
推
進

員
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
申

込
み
は
左
記
ま
で
）

地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
リ
ー
ダ
ー「
健
康
推
進
員
」

健
康
推
進
員
は
、
健
康
推
進
員
養
成

講
座
を
受
講
後
、市
長
の
委
嘱
を
受
け
て
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
全
国
で「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」

の
愛
称
で
活
躍
す
る
仲
間
の
う
ち
、
本
市

の
会
員
は
現
在
１
２
９
人
で
す
。

■
組
織
体
系

本
市
で
は
昭
和
62
年
４
月
に
「
栗
東

市
健
康
推
進
員
連
絡
協
議
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
研
修
部
会
、
運
動
部
会
、
食
生

活
部
会
の
３
部
会
が
あ
り
、
会
員
は
い
ず

れ
か
の
部
会
に
所
属
し
、
健
康
づ
く
り
に

必
要
な
知
識
を
学
ん
で
い
ま
す
。
学
ん
だ

知
識
は
、
自
治
会
活
動
な
ど
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
で
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容
は
？

例
年
は
、
地
域
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
で
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
提
供
や
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
講
話
を
行
っ
た
り
、
保
育
園

で
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
行
っ
た
り
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
を
対
象

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
講
座
や
教
室
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
実
施
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
中
で
も
出
来
る
こ
と
を
考
え
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
、
工
夫
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

≪研修部会≫
園児などを対象としたエプ
ロンシアターの実施や、広
報誌の発行。

≪運動部会≫
ウォーキングの実施や地
域における健康体操の普
及、啓発など。

≪食生活部会≫
伝達講習会（調理実習）を
年３回行い、バランスのよ
いメニューの伝達など、食
育に関する活動。
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「輝く明日へ」
人権シリーズ

⑩
「
栗
東
市
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
」
の
結
果
か
ら

一
人
ひ
と
り
が
「
ま
ず
一
歩
！
」

　
　
　
　
　
　
差
別
を
な
く
す
行
動
に
つ
な
が
る
取
組
み
を

本
市
で
は
、
１
９
８
５
年
以
来
、
５

年
ご
と
に
「
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る

住
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
本
市
が
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
人
権
啓
発
活
動
の
効
果
と
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
人
権
・
同
和

問
題
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

■
本
年
度
の
調
査

◦
対
象
…
満
20
歳
以
上
の
市
民

　
　
　
３
０
０
０
人(

無
作
為
抽
出)

◦
期
間
…
２
０
２
０
年 

８
月
１
日

～
８
月
28
日

◦
回
収
数
…
１
３
４
２
件

(

回
収
率
44
・
７
％)

◦
調
査
内
容
…
人
権
・
同
和
問
題
の
考
え

方
や
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
大
問
と

し
て
全
９
問

■
調
査
結
果
の
概
要
（
一
部
を
抜
粋
）

【
人
権・同
和
問
題
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
】

「
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
は
、

人
を
信
頼
し
、
認
め
合
え
る
豊
か
な
人
間

関
係
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
」
で
は
、
約

87
％
の
人
が
、
ま
た
、「
差
別
を
共
に
な
く

そ
う
と
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
た
い
（
グ

ラ
フ
①
）」
で
は
、
約
78
％
の
人
が
肯
定
的

な
意
見
で
し
た
。
し
か
し
、「
一
人
ひ
と
り

が
尊
重
さ
れ
る
集
団
や
社
会
を
築
く
た
め
、

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
努
力
し
た
い
」
に
「
そ

う
思
う
」
と
答
え
た
人
は
約
７
％
で
、「
人

権
・
同
和
問
題
の
講
演
会
や
研
修
会
に
積

極
的
に
参
加
し
た
い
」
で
は
、
約
14
％
と

肯
定
的
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
人
が
少
な

い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

【
地
区
別
懇
談
会
に
つ
い
て
】

過
去
５
年
間
に
地
区
別
懇
談
会
に
参

加
し
た
人
を
対
象
と
し
た
「
人
権
・
同
和

問
題
の
認
識
を
深
め
る
た
め
に
役
立
ち
ま

し
た
か
」
を
、
過
去
３
回
の
調
査
と
比
較

す
る
と
、「
役
に
立
っ
た
」
と
答
え
た
人

の
割
合
に
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の
の
、

「
役
に
立
た
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
人
の

割
合
が
年
々
低
く
な
っ
て
お
り
、
地
区
別

懇
談
会
の
有
効
性
が
少
し
ず
つ
向
上
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

【
部
落
差
別
問
題
学
習
に
つ
い
て
】

「
部
落
差
別
を
知
ら
な
い
人
に
ま
で
知

ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
差
別
を
広
げ
て
い

る
（
グ
ラ
フ
②
）」
を
、
前
回
の
調
査
と
比

較
す
る
と
、「
そ
う
思
う
」
の
割
合
が
低
く

な
っ
て
お
り
、「
そ
う
思
わ
な
い
」
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
し
く

知
る
こ
と
の
大
切
さ
が
浸
透
し
て
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自

由
記
述
な
ど
に
は
、「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」

と
い
う
考
え
の
意
見
な
ど
も
ま
だ
ま
だ
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
部
落
差
別
解
消
推
進
法
に
つ
い
て
】

部
落
差
別
解
消
推
進
法
（
正
式
名
称:

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）

は
、
依
然
と
し
て
部
落
差
別
が
存
在
す
る

現
状
を
踏
ま
え
、
部
落
差
別
の
解
消
に
向

け
て
、
２
０
１
６
年
に
施
行
さ
れ
た
法
律

で
す
。「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
を
知
っ

て
い
ま
す
か
」
の
設
問
に
対
し
て
は
、「
知

っ
て
い
る
」
は
約
32
％
、「
知
ら
な
い
」

は
約
64
％
で
、
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

※
調
査
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
人

権
教
育
課
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
差
別
解
消
に
向
け
て

今
回
の
調
査
か
ら
は
、「
差
別
は
い
け

な
い
」
と
い
う
認
識
や
人
権
に
関
す
る
正

し
い
知
識
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
識
が
少
し
ず
つ
向
上
し
て
い
る
も
の

の
、
実
際
に
自
分
が
行
動
す
る
こ
と
に
対

し
て
は
、
消
極
的
な
回
答
が
増
加
し
て
い

ま
し
た
。
部
落
差
別
や
コ
ロ
ナ
差
別
な
ど

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に

は
、一
人
ひ
と
り
が
差
別
に
気
づ
き
、考
え
、

行
動
す
る
「
一
歩
」
が
必
要
で
す
。
今
回

の
調
査
を
も
と
に
、
差
別
解
消
に
向
け
た

取
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

0% 50% 100%

２
０
２
０
年

２
０
１
５
年

32.3 45.2 17.3

2.0 1.3 1.9

2.3 1.4 2.5

31.0 43.3 19.5

0% 50% 100%

２
０
２
０
年

２
０
１
５
年

15.7 25.9 13.8

18.6 23.9 12.7

11.3

9.9

4.8

2.2

31.1

30.1

（グラフ①）
差別を共になくそうとする態度を身に着けたい

（グラフ②）
部落差別を知らない人にまで知らせることにな
り、差別を広げている

■そう思う■どちらかといえばそう思う
■どちらとも言えない ■どちらかと言えばそう思わない
■そう思わない■不明・無回答

問
人
権
教
育
課

☎
551-

０
１
３
３ 

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９
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「
く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
は
、
皆
さ
ん
の

日
常
生
活
に
お
け
る
地
域
の
身
近
な
交
通

手
段
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
令
和
元

年
度
は
、
８
万
２
４
８
４
人
（
平
成
30
年

10
月
～
令
和
元
年
９
月
）
の
皆
さ
ん
が
利

用
さ
れ
、
前
年
比
で
１
万
１
６
５
４
人
の

利
用
者
増
（
前
年
比
16
・
５
％
増
）
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
30
年
10
月
に
守
山
駅

西
口
ま
で
延
伸
し
た
大
宝
循
環
線
の
利
用

者
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

宅
屋
線
で
も
順
調
に
利
用
者
を
伸
ば
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

問
交
通
政
策
課 

交
通
政
策
係

☎
551-

０
２
９
１

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

くりちゃんバス利用者数
（平成 30年 10月～令和元年９月）

く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
利
用
状
況

今
後
も
利
用
状
況
調
査
を
踏
ま
え
て
、

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な
ど
検
討
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
「
く
り

ち
ゃ
ん
バ
ス
（
草
津
・
栗
東
・
守
山
く
る

っ
と
バ
ス
）」
の
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
最
新
の
バ
ス
路
線
図
・
時
刻
表

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。「
く
り
ち
ゃ
ん

バ
ス
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

路線名 年度当たり
利用者数

前年度からの
利用者増減数

大宝循環線 22,163 人 ＋ 8,238 人
宅屋線 22,910 人 ＋ 2,495 人

草津駅・手原線 25,870 人 －　938人
葉山循環線・治田循環線 8,879 人 ＋　183人

金勝循環線 2,662 人 ＋ 1,676 人
合計 82,484 人 ＋ 11,654 人

本
市
の
ご
み
の
資
源
化
率
は
、
27
・
５
％

で
す
。
ご
み
は
容
器
や
服
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
物
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
（
再
生
利
用
）
だ
け
で
な
く
、
リ
フ
ュ

ー
ズ
（
ご
み
を
作
ら
な
い
）、
リ
デ
ュ
ー
ス

（
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
）、
リ
ユ
ー

ス
（
繰
り
返
し
使
う
）
と
い
っ
た
４
Ｒ
の

取
組
み
で
ご
み
の
減
量
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係

☎
551-

０
３
４
１ 

ＦＡＸ
554-
１
１
２
３

ご
み
の
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ごみの資源化状況（令和２年４月～令和２年 12月）
ごみの種類 排出量（ｔ）資源化量（ｔ）再生利用の種類

可燃ごみ 11,210
715 灰から道路骨材など
１ バイオディーゼル燃料
50 堆肥（環境センター内）

破砕ごみ、粗大ごみ、
小型家電 1,166 407 金属類（リユース利用含む）
金属類 174
古紙古着類 1,368 注 1,386 古紙の材料
びん類 247 240 びんの材料
その他プラスチック 765 520 プラスチックの材料
ペットボトル 117 115 プラスチック容器、衣類の材料
乾電池 14 11 金属類
草木など 962 962 堆肥（民間）
合計 16,023 4,407 注前年度保管分含む

問
長
寿
福
祉
課 

介
護
保
険
係

☎
551-

０
２
８
１ 

ＦＡＸ
551-

０
５
４
８

本
市
で
は
、
高
齢
者
が
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
計
画
的
に
介
護
保

険
適
用
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

４
月
に
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
な
え

み
」
が
上
鈎
地
先
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
常
時
介
護
が
必
要
で
、
在

宅
介
護
が
困
難
な
要
介
護
３
以
上

の
高
齢
者
が
対
象
で
す
。

（
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
は
な

え
み
準
備
室
☎
596-

５
２
８
２
）

こ
の
整
備
で
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
市
内
に
４
施
設
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
今
後
は
、
地
域

と
連
携
し
、
地
域
の
拠
点
と
な
る

施
設
と
し
て
、
期
待
さ
れ
ま
す
。

特別養護老人ホームがオープンします

特別養護老人ホームはなえみ ４月１日開設予定
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